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注意欠如・多動症（Attention Deficit Hyperactivity Disorder：ADHD）は，不注意，多動性，衝

動性などの特性をもつ障害であり，学校場面や人間関係において困難な経験をする ADHD者は非常に多

い。またそのような困難な経験をした ADHD者の多くが，社会的に望ましくないとされる ADHD特性を

隠そうと考えたり，実際に隠すための行動を取ることが明らかになっており，このような行動は ADHD

マスキングと呼ばれている（Shaw,2021）。ADHDマスキングに関する研究は国内外共に数が少ないが，

「本邦における ADHDマスキングの実態に関する記述的検討」（Maeda,2023）でのインタビュー調査で

は，ADHDマスキングは自己のタスクを円滑に行ったり，周囲との関係性を良好にしたりといったポジ

ティブな効果をもたらす一方で，様々なことに気を配ることによる精神的疲労といったネガティブな

効果ももたらしていることが明らかとなっている。また ADHDの症状を隠すことにより診断が遅れ，適

切な支援を受けられるなくなる可能性も指摘されている（Dotterweich, 2021）。しかし ADHDマスキン

グの程度を測る測度は存在しないことから，実際に ADHD者がどの程度 ADHDマスキングを行っており，

それがどのような社会適応上の影響を及ぼしているのかについては明らかとなっていない。 

 そこで本研究は，ADHDマスキングの評価項目を探索し，当事者パネルによる合意を得ることを目的

とする。これにより，ADHDマスキング尺度を作成する際の基盤となる項目プールの作成が期待される。 

学会では本研究の成果について報告し，今後の研究の改善点などについて様々な専門家とディスカ

ッションを行い，今後の研究活動における参考となった。  

抄録公開 URL：https://confit.atlas.jp/guide/event/jpa2023/proceedings/list?lang=ja（2023 年 9 月 16

日） 
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